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安全設計の概要①安全設計の概要①
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炉内負圧
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：非常用発電により稼動できる機器

：無停電電源装置（ＵＰＳ）電源および非常用発電により稼動できる機器
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安全設計の概要安全設計の概要②②
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活性炭吹込（DXN除去）
中和剤吹込（HCl、SOx除去）

ばいじん
モニタリング

アンモニア噴霧
（NOx除去）

PCB
モニタリング

火災時の
窒素供給

火災時の
消火水供給

ばいじん、HCl、
SOx、NOx
モニタリング

誘引通風機
２台設置

セーフティネット
活性炭吸着塔

DXN除去、HCl、SOx除去
ばいじん除去

NOx除去

NOx
モニタリング

：非常用発電により稼動できる機器

：無停電電源装置（ＵＰＳ）電源および非常用発電により稼動できる機器



安全解析①安全解析①
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施設の特性同定

③リスクの定量化

不具合シナリオの摘出

ＨＡＺＯＰ／Ｗｈａｔ－ｉｆＨＡＺＯＰ／Ｗｈａｔ－ｉｆ ②定性的リスク評価

複雑なシナリオ

ETA／FTAETA／FTA

④リスク評価・安全対策検討

比較的単純なシナリオ

不具合シナリオのタイプ分け

故障率から直接計算故障率から直接計算

追加の安全対策の
要否判定

各ハザードの総合的リスク評価

評価結果まとめ

（リスク判定）対策必要

対策不要

更なる安全対策の
立案

更なる安全対策の
立案

対策不要

対策必要
（リスク判定）

追加安全対策の
立案

追加安全対策の
立案

①施設の特性同定

更なる安全対策の
要否判定

安全解析進捗状況
↓

３月末にて解析終了

安全解析体制

設計・運用情報 解析結果
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4.60×10-7/Hr
×24×285＝

重油受入時
（１日１時間）

レベル計①故障

重油受入時に閉止操作不能

重油受入時
（１日１時間）

レベル計②故障

重油受入時に閉止操作不能

レベル上昇、満液となり、オイルパンへ流出

4.60×10-7/Hr
×24×285＝

①②

1/24＝ 1/24＝

漏洩検知故障

レベル上昇、満液となり、オイルパンへ流出し
さらに溢流して屋内へ流出

安全解析安全解析②（定量的リスク評価）②（定量的リスク評価）
機器故障率データ（データベースより）
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定量的リスク評価計算例（ＦＴＡ）

オイルサービスタンク

レベル計の故障率：1時間に4.6×10E-7回

一日の稼働時間 ：24時間

1年間の稼働日数：285日



安全解析③（評価結果）安全解析③（評価結果）
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最終的に以下のシナリオの定量評価実施 → 1.0×10-6回／年未満

参考 石油化学設備の災害発生頻度目標： 1.0×10-4 ～1.0×10-5回／年
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炉内温度約1200℃
重金属類はガス化

活
性
炭
・中
和
剤

活
性
炭
・中
和
剤

排気温度200℃以下
ガス化した重金属類は固体化

固体化した重金属類は

バグフィルターで捕捉

＜参考：ＪＶの実証試験時データ＞



重金属不溶化装置重金属不溶化装置
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水薬剤
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重金属不溶化の原理重金属不溶化の原理

重金属不溶化後の溶出試験データ（Ｔ社）重金属不溶化後の溶出試験データ（Ｔ社）
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北九州事業の状況①（ビデオ紹介）北九州事業の状況①（ビデオ紹介）
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北九州事業の状況②（中央制御室画面）北九州事業の状況②（中央制御室画面）
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炉内圧力制御
（圧力計二重化）

チャンバ内温度制御
（温度計二重化）

バグ入口温度制御
（温度計二重化）

排気性状
モニタリング



北九州事業の状況③（環境モニタリング）北九州事業の状況③（環境モニタリング）
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施工状況①施工状況①
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施工状況②施工状況②
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